
 

 

 

 

令和７年度  

 

決 算 の 概 要 
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実質収支

令和６年度 令和７年度

金　　額　（円） 金　　額　（円） 金　　額　（円）
増減率
(％)

歳 入 額 60,887,708,833 56,203,002,249 △ 4,684,706,584 △7.7

歳 出 額 56,772,524,014 51,844,246,573 △ 4,928,277,441 △8.7

歳 入 歳 出 差 引 額 4,115,184,819 4,358,755,676 243,570,857 5.9

翌年度へ繰り越すべき財源 909,766,807 529,953,735 △ 379,813,072 △41.7

実 質 収 支 額 3,205,418,012 3,828,801,941 623,383,929 19.4

令和７年度　一般会計決算の状況

対前年度
(R7-R6)
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歳入の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

決　算　額
（円）

構成比
(％)

増減額(R7-R6)
（円）

増減率
(％)

 市税 * 12,811,942,692 21.0 13,361,352,757 23.8 549,410,065 4.3

 地方譲与税 418,021,000 0.7 424,140,000 0.8 6,119,000 1.5

 利子割交付金 5,491,000 0.0 25,328,000 0.0 19,837,000 361.3

 配当割交付金 108,837,000 0.2 108,484,000 0.2 △353,000 △0.3

 株式等譲渡所得割交付金 146,775,000 0.3 166,632,000 0.3 19,857,000 13.5

 法人事業税交付金 303,421,000 0.5 311,749,000 0.6 8,328,000 2.7

 地方消費税交付金 2,804,735,000 4.6 3,028,873,000 5.4 224,138,000 8.0

 ゴルフ場利用税交付金 21,636,090 0.0 21,006,300 0.0 △629,790 △2.9

 環境性能割交付金 54,571,000 0.1 55,654,000 0.1 1,083,000 2.0

 地方特例交付金 498,723,000 0.8 81,832,000 0.1 △416,891,000 △83.6

 地方交付税 11,270,953,000 18.5 11,800,273,000 21.0 529,320,000 4.7

 交通安全対策特別交付金 15,462,000 0.0 15,020,000 0.0 △442,000 △2.9

 分担金及び負担金 * 62,385,086 0.1 57,859,538 0.1 △4,525,548 △7.3

 使用料及び手数料 * 1,252,279,776 2.1 1,228,243,835 2.2 △24,035,941 △1.9

 国庫支出金 8,214,760,262 13.5 8,307,845,624 14.8 93,085,362 1.1

 県支出金 3,528,715,339 5.8 3,769,872,964 6.7 241,157,625 6.8

 財産収入 * 403,977,720 0.7 407,562,023 0.7 3,584,303 0.9

 寄附金 * 248,856,803 0.4 280,042,852 0.5 31,186,049 12.5

 繰入金 * 2,901,774,984 4.8 2,996,885,460 5.3 95,110,476 3.3

 繰越金 * 2,468,839,634 4.0 2,509,766,807 4.5 40,927,173 1.7

 諸収入 * 3,502,751,447 5.7 3,888,879,089 6.9 386,127,642 11.0

 市債 9,842,800,000 16.2 3,355,700,000 6.0 △6,487,100,000 △65.9

歳  入  合  計 60,887,708,833 100.0 56,203,002,249 100.0 △4,684,706,584 △7.7

自 主 財 源 23,652,808,142 38.8 24,730,592,361 44.0 1,077,784,219 4.6

依 存 財 源 37,234,900,691 61.2 31,472,409,888 56.0 △5,762,490,803 △15.5

令和６年度 令和７年度 対前年度
区　　分

　　　　　*印:自主財源
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市税の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

決　算　額
（円）

構成比
(％)

増減額(R7-R6)
（円）

増減率
(％)

 個人市民税 4,692,756,055 36.6 5,367,288,222 40.2 674,532,167 14.4

 法人市民税 899,618,204 7.0 788,178,951 5.9 △111,439,253 △12.4

 固定資産税 5,496,085,229 42.9 5,497,368,630 41.1 1,283,401 0.0

 軽自動車税 390,458,851 3.1 399,243,998 3.0 8,785,147 2.2

 市たばこ税 591,512,613 4.6 569,029,092 4.3 △22,483,521 △3.8

 都市計画税 740,564,640 5.8 736,013,714 5.5 △4,550,926 △0.6

 入湯税 947,100 0.0 4,230,150 0.0 3,283,050 346.6

市　税  合  計 12,811,942,692 100.0 13,361,352,757 100.0 549,410,065 4.3

令和６年度 令和７年度 対前年度

区　　分
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歳出（目的別）の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

構成比
(％)

増減額(R7-R6)
（円）

増減率
(％)

 議会費 314,822,518 0.5 0.6 △13,061,210 △4.1

 総務費 13,757,044,000 24.2 15.0 △5,968,120,731 △43.4

 民生費 19,582,261,049 34.5 37.7 △63,386,873 △0.3

 衛生費 4,200,357,088 7.4 8.9 404,212,992 9.6

 労働費 58,636,227 0.1 0.1 △2,017,743 △3.4

 農林水産業費 685,291,415 1.2 1.4 54,739,503 8.0

 商工費 1,282,694,590 2.3 2.7 107,687,738 8.4

 土木費 5,027,659,722 8.9 8.5 △619,781,945 △12.3

 消防費 2,153,393,542 3.8 4.6 231,338,526 10.7

 教育費 6,327,796,655 11.1 13.4 643,723,535 10.2

 災害復旧費 0 0.0 0.0 0 0.0

 公債費 3,382,567,208 6.0 7.1 296,388,767 8.8

 諸支出金 0 0.0 0.0 0 0.0

歳 出 合 計 56,772,524,014 100.0 100.0 △4,928,277,441 △8.7

財政指標・健全化判断比率

指　　　標 令和６年度

財政力指数 0.547 

経常収支比率 95.9％

実質赤字比率 黒字

連結実質赤字比率 黒字

実質公債費比率 3.8％

将来負担比率 －

令和６年度 令和７年度 対前年度

決　算　額
（円）

301,761,308

7,788,923,269

19,518,874,176

4,604,570,080

56,618,484

740,030,918

1,390,382,328

4,407,877,777

2,384,732,068

6,971,520,190

0

3,678,955,975

0

51,844,246,573

令和７年度 説　　　　　　明

0.544 
基準財政需要額に対する基準財政収入額の割合
(3か年平均)

96.7％
歳入の経常一般財源総額に対する歳出の経常経
費充当一般財源の比率

黒字
一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

黒字
全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に
対する比率

3.3％
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償
還金の標準財政規模に対する比率(3か年平均)

4.3％
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

区　　分
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歳出（性質別）の状況

構成比
(％)

構成比
(％)

増減率
(％)

人件費 ○ 16.4 18.3 1.6

物件費 11.8 16.2 25.4

維持補修費 0.3 0.3 △3.5

扶助費　○ 20.9 22.8 △0.3

補助費等 8.8 10.3 7.2

普通建設事業費　△ 19.0 10.7 △48.4

災害復旧事業費　△ 0.0 0.0 301.2

公債費　○ 6.0 7.1 8.8

積立金 5.7 2.4 △62.4

投資及び出資金 0.1 0.1 △21.8

貸付金 1.0 1.1 3.5

繰出金 10.0 10.7 △2.3

100.0 100.0 △8.7

43.3 48.2 1.7

19.0 10.7 △48.4

37.7 41.1 △0.5

※決算額は千円未満を四捨五入しています

令和６年度 令和７年度 対前年度

決　算　額
（千円）

決　算　額
（千円）

増減額(R7-R6)
（千円）

9,326,340 9,479,187 152,847

6,674,571 8,371,758 1,697,187

163,296 157,544 △5,752

11,846,027 11,810,911 △35,116

4,994,582 5,353,001 358,419

10,790,401 5,565,340 △5,225,061

85 341 256

3,382,567 3,678,956 296,389

3,264,504 1,226,640 △2,037,864

85,325 66,729 △18,596

545,571 564,527 18,956

5,699,255 5,569,312 △129,943

歳 出 合 計 56,772,524 51,844,246 △ 4,928,278

義 務 的 経 費 24,554,934 24,969,054 414,120

投 資 的 経 費 10,790,486 5,565,681 △ 5,224,805

そ の 他 経 費 21,427,104 21,309,511 △ 117,593

区　　分

　　　　　○印：義務的経費
　　　　　　△印：投資的経費
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（１）特別会計特別会計の状況

増減率
(％)

歳入 皆減

歳出 皆減

差引 －

歳入 △2.6

歳出 △3.8

差引 257.8

歳入 2.3

歳出 2.4

差引 △3.1

歳入 △1.3

歳出 0.0

差引 △31.7

歳入 35.6

歳出 32.9

差引 94.2

歳入 5.2

歳出 4.9

差引 396.1

歳入 △1.8

歳出 △2.3

差引 39.4

令和７年度　特別会計及び企業会計決算の状況

令和 ６ 年度 令和 ７ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R7-R6)
（円）

714,057,493 － △714,057,493

714,057,493 － △714,057,493

0 － 0

11,069,781,864 10,778,881,485 △290,900,379

11,020,942,997 10,604,141,915 △416,801,082

48,838,867 174,739,570 125,900,703

14,361,287,969 14,685,017,877 323,729,908

14,089,746,117 14,421,966,062 332,219,945

271,541,852 263,051,815 △8,490,037

55,878,673 55,138,361 △740,312

53,467,015 53,491,942 24,927

2,411,658 1,646,419 △765,239

191,152,464 259,191,135 68,038,671

182,735,000 242,841,868 60,106,868

8,417,464 16,349,267 7,931,803

2,029,606,569 2,135,742,235 106,135,666

2,027,916,961 2,127,359,527 99,442,566

1,689,608 8,382,708 6,693,100

28,421,765,032 27,913,971,093 △507,793,939

28,088,865,583 27,449,801,314 △639,064,269

332,899,449 464,169,779 131,270,330

区　　　分

学校給食共同調理場事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

新里温水プール事業特別会計

発電事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

特別会計　合計
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（２）企業会計（水道事業会計）企業会計の状況

　水道事業

（１）未処分利益剰余金の処分について（消費税及び地方消費税抜）

円 円

円 円

（２）決算（収益的事業：消費税及び地方消費税抜　資本的事業：消費税及び地方消費税込）

増減率
(％)

収入 △1.9

支出 △2.9

差引 12.8

収入 △1.7

補填財源 20.4

支出 14.8

当年度未処分利益剰余金

円 円

△ 160,005,721 0 405,853,672 245,847,951

剰余金処分額

円 円 円

245,847,951 0 0 0 245,847,951

令和 ６ 年度 令和 ７ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R7-R6)
（円）

2,014,061,804 1,974,788,117 △39,273,687

2,197,635,498 2,134,793,838 △62,841,660

△183,573,694 △160,005,721 23,567,973

341,020,641 335,157,888 △5,862,753

1,011,073,753 1,217,110,715 206,036,962

1,352,094,394 1,552,268,603 200,174,209

当年度純利益
（△純損失）

前年度繰越
利益剰余金

その他未処分利
益剰余金変動額

計

資本金 減債積立金 建設改良積立金 繰越利益剰余金 計

区　　分

収益的事業

資本的事業
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　下水道事業

（１）未処分利益剰余金の処分について（消費税及び地方消費税抜）

円 円

円 円

（２）決算（収益的事業：消費税及び地方消費税抜　資本的事業：消費税及び地方消費税込）

増減率
(％)

収入 3.4

支出 2.0

差引 14.5

収入 △25.6
うち翌年度繰越
額に係る財源 △100.0

補填財源 5.1

支出 △14.3

　農業集落排水事業

（１）未処分利益剰余金の処分について（消費税及び地方消費税抜）

円 円

円 円

（２）決算（収益的事業：消費税及び地方消費税抜　資本的事業：消費税及び地方消費税込）

増減率
(％)

収入 6.9

支出 5.6

差引 39.4

収入 △30.3

補填財源 △0.3

支出 △17.3

当年度未処分利益剰余金

円 円

407,568,841 0 227,525,382 635,094,223

剰余金処分額

円 円 円

227,525,382 298,888,561 108,680,280 0 635,094,223

令和 ６ 年度 令和 ７ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R7-R6)
（円）

3,160,915,298 3,269,527,705 108,612,407

2,805,036,542 2,861,958,864 56,922,322

355,878,756 407,568,841 51,690,085

1,333,364,490 992,479,480 △340,885,010

139,500 0 △139,500

776,455,409 816,363,094 39,907,685

2,109,680,399 1,808,842,574 △300,837,825

当年度未処分利益剰余金

円 円

12,605,857 0 0 12,605,857

剰余金処分額

円 円 円

0 12,605,857 0 0 12,605,857

令和 ６ 年度 令和 ７ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R7-R6)
（円）

224,029,060 239,548,817 15,519,757

214,987,105 226,942,960 11,955,855

9,041,955 12,605,857 3,563,902

63,799,000 44,484,000 △19,315,000

48,334,615 48,202,264 △132,351

112,133,615 92,686,264 △19,447,351

当年度純利益
前年度繰越
利益剰余金

その他未処分利
益剰余金変動額

計

資本金 減債積立金 建設改良積立金 繰越利益剰余金 計

区　　分

収益的事業

資本的事業

当年度純利益
前年度繰越
利益剰余金

その他未処分利
益剰余金変動額

計

資本金 減債積立金 建設改良積立金 繰越利益剰余金 計

区　　分

収益的事業

資本的事業
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☆ は新規事業

◇ は継続・拡大事業

※決算額は千円未満を四捨五入しています

決算額 担当課
決算書
ページ

◇ 地域活動推進事業 27,781千円
観光交流課

両支所市民生活課
黒保根地域振興整備課

125・127

◇ 農業振興事業 22,387千円 農林振興課 221

☆ 森林病害虫防除事業補助金 300千円 農林振興課 231

（森林経営管理事業）

◇ まちなか店舗リニューアル・事業承継支援事業 500千円 商工振興課 235

◇ 10,412千円 商工振興課 235

◇ ものづくり拠点開設補助金 1,400千円 商工振興課 237

（工業振興事業）

◇ 旧群馬地方発明センター跡地活用事業  10,144千円 商工振興課 239

令和７年度　主 要 事 業

１. 産業経済の振興（産業、観光）

桐生地区・新里地区・黒保根地区それぞれの地域において、地域外の人材を招致して、新しい
感覚や感性を取り入れた地域の活性化を促進するとともに、その定住・定着を図るため、地域
おこし協力隊員を活用した事業を実施

6次産業化に向けた取組に対する補助及び担い手の減少・高齢化の進行等による労働力不足の
解消に向けた機械化への取組により農業経営の安定と所得の向上を図るための支援を実施

森林環境譲与税を活用し、市内の私有林を対象に、森林病害虫による枯死や被害木などの伐倒
駆除、防除にかかる経費に対する補助を実施
（2事業の施業に対し補助）

市内事業者の円滑な事業承継を促進し、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につ
なげるため、事業承継を伴う既存店舗の改修を行う事業者への支援を実施
（交付件数：1件）

新店舗開設促進事業

新店舗開設を促進し、まちなかの魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につなげるため、
空き物件を改修して新店舗開設を行う事業者への支援を実施
（交付件数：15件）

ものづくり分野での創業促進及び経済循環の拡大等に資するため、空き物件を活用して新規創
業を行う事業者の支援を実施
（交付件数：3件）

老朽化が著しい旧群馬地方発明センターの建物の取壊し及び跡地の有効活用に向けて、令和6
年度に実施した地歴調査に基づく土壌調査を実施したほか、既存建物の石綿含有量調査も併せ
て実施
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◇ オープンファクトリー推進事業 500千円 商工振興課 239

☆ 繊維産地新連携促進補助金 1,000千円 商工振興課 239

（繊維産地活性化推進事業）

☆ 産学官連携推進事業補助金 5,000千円 商工振興課 239

（産学官連携推進事業）

☆ 群馬大学生企業交流促進補助金 781千円 商工振興課 239

（産学官連携推進事業）

◇ まつり事業 30,215千円 観光交流課 241

◇ リトリート環境整備事業 178,564千円
観光交流課

黒保根市民生活課
黒保根地域振興整備課

243

◇ 新里支所まつり事業 8,000千円 新里地域振興整備課 243

◇ 黒保根支所まつり事業 4,953千円 黒保根地域振興整備課 243

桐生商工会議所が推進しているオープンファクトリーイベントを支援し、官民連携の下で多種
多様なものづくり技術等が集積する本市の魅力等を発信し、地域ブランド化を推進
（参加事業者：25社、来場者数：約1,400人）

異なる強みを有する複数の繊維関連企業等が、業種・業界の枠を超えて連携し、産地の活性
化・ブランド化への取組を支援
（交付件数：2件）

群馬大学理工学部を核とする産学官連携の発展・活性化を推進するため、ＮＰＯ法人北関東産
官学研究会解散後の産学官連携の推進組織として設立された新たな産学官連携組織「一般社団
法人群馬地区産学官交流会」の運営・活動を支援

新たな産学官連携組織「一般社団法人群馬地区産学官交流会」の主要事業である「企業と学生
との交流促進事業」を支援し、当該組織の機能強化や求心力向上を図りながら、群馬大学生と
市内製造業等との更なる交流を促進

本市へ観光誘客を促進するために最大のイベントである桐生八木節まつりを通じて、桐生の魅
力を市内外へ広く発信し、まつりの開催に必要な経費の補助を実施するとともに、合併20周
年記念事業として史上初となる「祇園屋台総揃え」を開催
（来場者数：桐生八木節まつり　485,000人、祇園屋台総揃え　10,000人）

黒保根地区において、観光客の長期滞在に繋がる観光拠点施設などの整備を、わたらせ渓谷鐵
道をはじめとする関係機関と公民連携により実施
・観光案内板の更新
・黒保根運動公園駐車場及び管理道路舗装
・くろほね大橋ライトアップ整備
・道の駅「くろほね・やまびこ」トイレ改修
・花見ヶ原森林公園トイレ・炊事場設置
・荒神山山頂広場フォトフレーム、植栽保護柵設置
・利平茶屋森林公園シャワー施設設置（Ｒ7繰越分）
・利平茶屋森林公園トイレ改修（Ｒ7繰越分）

新里まつりの開催に必要な経費の補助を行い、合併20周年記念事業として歌謡ショー・花火
大会を拡充し、まつりを通じて地域住民の連携を深め、住民文化の向上と産業振興を推進

くろほね夏まつりの開催に必要な経費の補助を行い、地域の交流はもとより関係人口の創出を
図るとともに、合併20周年記念事業として花火大会を拡充し、まつりの特徴である大櫓を更
新
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☆ 日本遺産構成文化財維持補修費補助金 975千円 日本遺産活用室 337

（日本遺産活用事業）

◇ 重伝建地区公開活用施設管理事業 2,885千円 日本遺産活用室 339

◇ 新里温水プール市内小中学生無料券配布 ※指定管理者納入金を調整 新里地域振興整備課 417

（新里温水プール事業特別会計）

日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」の市内構成文化財の保存・活用を図るため、維持
管理するための補修等を行う構成文化財所有者等を支援
（交付件数：3件）

重伝建地区の拠点施設としての機能を生かし、地区の魅力をはじめとした情報等を広く発信す
るとともに、地区住民の町並み保存への機運醸成を図るため、歴史的資源を生かしたまちづく
りの可能性等をテーマとした講演会を開催

施設の集客力向上及び子どもが安心して過ごせる場所を提供することを目的に、市内在住又は
市内の小中学校に通う児童生徒を対象に、月1回使用できる無料券の配布を実施
（利用者数：延べ2,306人）
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決算額 担当課

☆ 4,470千円 地域福祉課 163

（生活困窮者自立支援事業）

◇ 407,951千円 医療保険課 169

（福祉医療費助成事業）

◇ 15,303千円 長寿介護課 175

☆ 625千円 長寿介護課 175

（在宅高齢者環境整備事業）

☆ 2,116千円 子育て相談課 177

（母子福祉事業）

☆ 1,284千円 子育て相談課 177

（母子福祉事業）

◇ 953千円 子育て相談課 177

2. 福祉・健康の増進（福祉、健康、医療）

生活困窮者等のための地域づくり事業委託料

社会福祉協議会へ委託し、総合福祉センター等で地域住民を広く対象としてフードバンク無償
配布のイベントを開催し、無償配布だけでなく悩みごとや生活相談ができる場も設け、居場所
や交流の場づくりの提供を実施
（実施回数：年３回、配布数：延べ60世帯133人）

子ども医療費無料化

子どもの健康保持や子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、18歳までの子どもを助成対
象とし、県の補助事業（補助率1/2）を活用し、医療費を助成
（令和8年3月末対象者：9,520人）

地域介護・福祉空間整備等事業

高齢者施設等の防災・減災対策を推進するため、認知症高齢者グループホーム等が、災害時に
利用者等の生活基盤や安全を守る観点から行う防災改修事業に対し、改修費用の補助を実施
（補助件数：2件）

高齢者補聴器購入費助成事業補助金

日常生活に支障を来している在宅高齢者のコミュニケーション手段の一助とするとともに、要
介護状態になることの予防や引きこもりの防止を図るため、聴力の低下が認められる高齢者を
対象に、補聴器購入費用の助成を実施
（補助件数：25件）

こどもの生活・学習支援事業委託料

貧困の連鎖の防止及び子どもの生活の向上を目指して、低所得子育て世帯の中学生の悩み相談
に応じつつ、基本的な生活習慣の習得支援や学習支援等を実施
（利用登録者数：18人、R7.7.1開始後の実施回数：38回）

大学等受験料支援補助金

経済的課題を抱えるひとり親家庭や低所得子育て世帯の子どもの、進学に向けたチャレンジを
後押しするため、53千円を上限として大学等受験料補助を実施
（支給件数：32人）

子ども発達支援事業

発達に課題を抱えた子どもが本人らしく生活・成長できるための支援や、保護者の不安・負担
の軽減を図るため、専門職による発達相談会や専門職巡回支援事業及び子育てメンター事業を
実施
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◇ 134,249千円 子育て支援課 183

◇ 17２千円 子育て相談課 185

（家庭児童相談室運営費一般経費）

◇ 64,135千円 健康地域医療課 193

（成人予防接種事業）

◇ 83,267千円 健康地域医療課 193

（成人予防接種事業）

◇ 376千円 健康地域医療課 195

（健康づくり事業）　　　　　

◇ 厚生病院負担金 823,558千円 健康地域医療課 203

◇ 厚生病院医師確保対策事業 52,768千円 健康地域医療課 203

☆ 介護認定調査・認定審査会デジタル化推進 46,571千円 長寿介護課 397・399

特定教育・保育施設整備補助事業

子どもが安心して過ごせる環境を整備するため、老朽化が進む私立保育園及び認定こども園の
施設整備に対して計画的な支援を実施

子育て世帯訪問支援事業委託料

家庭の養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐため、訪問支援員がヤングケア
ラーのいる世帯等を訪問し、家事や子育て支援及び家庭の不安の傾聴を実施
（訪問世帯数：2世帯、訪問回数：23回）

帯状疱疹予防接種委託料

高齢者の重症化リスクが高く、80歳までに約3人に1人が発症すると言われている帯状疱疹の
予防を目的として、65歳の方及び60歳以上65歳未満のヒト免疫不全ウイルスによ機能の障
害を有する方、また65歳を超える方については、５年間の経過措置として、５歳年齢ごとを
対象に令和7年度から定期予防接種を開始するとともに、定期予防接種対象外で50歳以上の方
を対象とした任意予防接種を継続実施
（【定期】接種完了者数：2,115人）（【任意】接種回数：846回）

新型コロナウイルス感染症予防接種委託料

新型コロナウイルス感染による重症化の予防を図るため、65歳以上の方及び60歳以上65歳
未満で、心臓、じん臓、呼吸器疾患、免疫不全の身体障害者手帳1級を交付されている方を対
象に、10月から1月にかけて定期予防接種を実施
（接種者数：6,514人）

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみながら健康づ
くりが出来るよう、インセンティブ事業として「桐ペイ」を活用

（病院運営事業、病院事業債元利償還事業、医療機器等整備事業）

高度医療や救急医療を担う地域中核病院としての機能を十分に発揮するための支援や、市民か
ら信頼され安心できる医療体制を維持するための経営改善など、みどり市と連携して実施

安定した病院運営による診療体制の確保や市民の安心につなげるため、研修医受入れや医師の
負担軽減策など、医師確保に向けた支援を実施

（介護保険事業特別会計）

認定までに要する日数の長期化などの課題解決のため、要介護認定業務における認定調査・審
査会においてタブレット等の導入による業務のデジタル化を推進し、認定の迅速化・適正化を
図り、被保険者へのサービスを向上
（システムを活用した調査件数：644件、審査会開催数：50回）
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3. 教育・文化の向上（教育、生涯学習、芸術・文化、スポーツ）

決算額 担当課

◇ 229,614千円
子育て支援課
教育総務課
学校教育課

183・293・
295・315

（保育等事業、教育支援センター運営事業、学校給食費一般経費、幼稚園施設改修事業）

◇ 奨学資金貸付事業 48,259千円 教育総務課 289

◇ 学校適正規模等検討事業 282千円 教育環境課 289

☆ 317千円
学校教育課　
人材育成課

289・291

（教育活動支援事業）

◇ 外国語教育指導事業 97,247千円
学校教育課　
人材育成課 291

☆ 英語力向上事業委託料 551千円 学校教育課 291

（学力向上対策事業）

☆ 英語検定料補助金 547千円 学校教育課 291

（学力向上対策事業）

◇ サイエンスドクター事業 4,934千円 学校教育課 291

用途廃止施設の解体

用途廃止された施設の解体を実施
　・旧広沢南部保育園　　　　19,371千円
　・旧教育研究所　　　　　　27,247千円
　・旧黒保根共同調理場　　　39,710千円
　・旧境野幼稚園　　　　　　47,520千円
　・旧川内南幼稚園　　　　　34,573千円
　・旧桜木幼稚園　　　　　　61,193千円
　　　　　　　　　合計　 　229,614千円

就学意欲をもつものの、経済的理由により就学困難な学生又は生徒に対し、学資を貸与する現
行の貸与型奨学金制度に加えて、奨学金の増額や、大学等を卒業後、本市に定住するなど一定
の条件を満たした貸与者に対し、返還免除型奨学金制度の取組を実施
（貸与者数：106人）

より良い教育環境の構築と質の高い学校教育を実現するため、中学校区検討委員会を各地区2
回、複数の検討委員会で構成する地域協議会を各地域2回開催し、新里地区は、小学校統合推
進委員会を3回開催し、各地域の学校の方向性について報告を拝受

文化部活動の地域移行

生徒にとって魅力ある文化芸術活動に取り組むことのできる継続可能な環境の確保と、教職員
の負担軽減につながる取組の推進を目指し、文化部への部活動指導員及び外部指導者の配置等
を実施

ＡＬＴや外部講師を効果的に活用した、小・中・義務教育学校の英語授業及び公立幼稚園等で
の遊びの中で外国語に触れる活動の実施のほか、群馬大学の留学生を幼稚園・学校に派遣し
て、国際理解教育を推進

生徒が自ら目標をもち英語力を高められるようにするとともに、教師が生徒の習得状況を把握
して授業改善に役立てるために、中学校1・2年生及び義務教育学校7・8年生に英語力2技能
（「話す」「書く」）の英検ＩＢＡを実施
（生徒数：計1,092人）

外国語活動や英語の授業を通して身に付けた英語力を生かして、中学校3年生及び義務教育学
校9年生が英検にチャレンジできる環境を整備し、より英語力を向上させるめに英検3級以上
の検定料の全額補助を実施
（補助人数：93人）

群馬大学理工学部の大学院生等を小・中・義務教育学校へ派遣し、理科教育の充実とプログラ
ミング教育の推進を図るとともに、幼稚園等においてプログラミング教育の基礎となる体験活
動を実施
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◇ 924千円 黒保根市民生活課 293

◇ 黒保根町国際理解推進事業 6,342千円 黒保根市民生活課 293

　　 ［軽減額］

◇ 22,420千円 教育総務課 297

　　 ［軽減額］

☆ 98,242千円 教育総務課 297

☆ 中学生給食費補助事業 4,932千円 教育総務課 297

☆ 桐生市産材学習机木育推進事業 12,785千円 教育総務課 301

◇ ＩＣＴ教育推進事業（小学校費・中学校費） 438,622千円 教育総務課 301・307

黒保根町西町インターナショナルスクール交流事業

黒保根学園と姉妹校提携している西町インターナショナルスクールと、黒保根地区での農業体
験（田植え・稲刈り）や西町でのホームステイ・スポーツデイ参加などの交流事業を実施

外国語を幼い頃から自然と身につけられる教育環境の整備を図るために、専任の外国人英会話
講師を配置し、黒保根保育園での保育活動、黒保根学園での英会話教室の実施など、年間を通
じて英語に触れあう時間を提供するとともに、キャリア教育の実践によりコミュニケーション
能力の向上を推進

第３子以降の小学生給食費無償化

小学校及び義務教育学校（1～6年生）における第3子以降の児童の給食費を無償化すること
で、子育て世帯の経済的負担を軽減し、引き続き地産地消を推進することで子どもたちの郷土
愛を醸成
（対象人数：503人）

中学生給食費無償化

中学校及び義務教育学校（7～9年生）における生徒の給食費を無償化することで、子育て世
帯の経済的負担を軽減し、引き続き地産地消を推進し子どもたちの郷土愛を醸成
（対象人数：1,944人）

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、市外・私立の中学校に在籍またはアレル
ギーにより弁当を持参している生徒の給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用
（対象人数：96人）

森林環境譲与税を活用して、令和8年度に小学校1年生となる児童全員に、桐生市産材を活用
した天板を備えた学習机を用意し、木を身近に感じてもらうことで自然環境と郷土愛を育む教
育を推進
（対象児童数：512人）

小・中・義務教育学校の児童生徒に整備したタブレットが耐用期限を迎えたため、新たな学習
ソフトウェアを備えたタブレットＰＣに入替えを行い、個別最適化された学びの実現に向けた
ＩＣＴ教育を推進
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☆ デジタル教育推進事業（小学校費・中学校費） 166,535千円
教育総務課
学校教育課

301・307

☆ 新里中学校施設改修工事 168,300千円 教育総務課 305

（中学校施設改修事業）

◇ 放課後子供教室事業 1,838千円 生涯学習課 317

◇ 未来創生塾支援事業 3,756千円 生涯学習課 317

◇ 新里町サクラソウ自生地保存事業 4,129千円 新里市民生活課 317

◇ アートフェスティバル準備経費補助金 2,000千円 スポーツ・文化振興課 317

（文化振興事業）

◇ 2,500千円 青少年課 319

（青少年教育事業）

☆ 5,687千円 生涯学習課 325

（公民館管理事業）

小・中・義務教育学校の普通教室に電子黒板を導入及び教職員用デジタル教科書を整備すると
ともに中学校に自動採点システムの導入を行い、タブレットＰＣとも連携したデジタル教育環
境の充実を図り、分かりやすい授業と学力向上を推進

学校の教育環境向上のため、校舎屋上防水工事、校庭土壌改良工事、目隠しフェンス設置工
事、校舎及びグラウンドの照明のＬＥＤ化工事を実施

学校の空き教室等を利用して、各地域の特色や人材を生かした体験・交流活動、学習支援等を
行う「放課後子供教室」を実施

群馬大学理工学部と地元企業、市民団体などと連携して子どもの夢と感性を育むことを目的と
した特別教育プログラム「未来創生塾」の支援を継続するとともに、未来創生プログラムをよ
り幅広い子どもに対して実施

県指定天然記念物になっているサクラソウ自生地において、植物種の保護、盗掘、野生動物か
らの食害対策等の保存管理を行うとともに、豪雨等の出水の際に自生地の土砂が水路への流出

 することを防止するための改修工事を実施

市内の文化資源を活用したアートフェスティバルの開催に向け、調査研究・啓蒙・コミュニ
ティの醸成にかかる事業を行う東京藝術大学に対する補助を実施

子どもがつくるまちミニきりゅう負担金

「子どもがつくるまち　ミニきりゅう2025」を実施するとともに、ミニきりゅうの聖地化を
目指し、先進地における特色ある取組や運営手法を調査するための視察を実施
（参加者数：延べ1,554人、うち児童数：1,240人）

西公民館耐震診断業務委託料

引き続き市民が安全安心に公民館として活用できるよう、老朽化した西公民館（旧水道庁舎部
分）の耐震診断を実施
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☆ 手作り布の絵本全国コンクール事業補助金 36千円 図書館 327

（図書館管理事業）

◇ 2,586千円
教育環境課
人材育成課

343・345

（学校体育事業）

◇ 球都桐生プロジェクト推進事業 95,479千円 スポーツ・文化振興課 345

◇ 新里社会体育館施設改修工事 554,287千円 新里市民生活課 347

（新里町施設管理事業）

☆ 新里総合グラウンドトイレ施設改修工事 72,774千円 新里市民生活課 347

（新里町施設管理事業）

日本の代表的な織物生産地である本市から「布の絵本」の存在と意義を全国に発信し普及を図
ることを目的に、実行委員会に対して経費の一部について補助するため、クラウドファンディ
ング型ふるさと納税を活用

部活動の地域移行

生徒にとって魅力あるスポーツ活動を取り組むことのできる持続可能な環境の確保と、教職員
の負担軽減につながる取組の推進を目指し、検討委員会の意見や推進計画を踏まえ、外部団体
と連携したモデル事業や部活動指導員及び外部指導者の配置等を実施

「球都桐生の日」（9月10日）までの約2週間、集中的にイベントを開催する「球都桐生
ウィーク」をはじめ、ＪＲ桐生駅へのモニュメントの設置、球都桐生歴史館の開設、球都桐生
野球ラボの整備及び利用助成、ＡＩ・移動式カメラによるスポーツ動画配信の環境整備等を実
施するとともに、ＭＬＢが世界各地で開催している青少年参加型イベント「ＰＬＡＹ ＢＡＬ
Ｌ 」を誘致し、元メジャーリーガーが直接指導する野球教室の実施及びＭＬＢミュージアム
を開催
（球都桐生ウィーク来場者：2,857人、野球教室参加者：411人、ＭＬＢミュージアム来場
者：1,482人）

老朽化が進んでいた新里社会体育館の機能維持と長寿命化を図るため、屋根、外壁、内装、ト
イレを改修するとともに、新たに空調設備や非常用発電設備を設置

スポーツ施設の利用者や地域住民をはじめ、幅広い方が利用できるよう老朽化した2カ所のト

 イレを集約し、多目的トイレを併設した公衆トイレを新設
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決算額 担当課

☆ 宅配ボックス購入補助 200千円 ＳＤＧｓ推進課 155

（環境都市推進事業）

◇ ごみ収集事業 418,512千円 清掃センター 205

◇ 消防車両更新事業 38,429千円 消防本部 281

☆ 災害対策用トイレ整備事業 29,899千円 防災・危機管理課 283

４. 生活環境の向上（環境、安全・安心）

温室効果ガス排出量削減に向けて市民の意識転換を図るため、宅配の再配達を不要とする宅配
ボックス設置に対する補助を実施
（補助件数：35件）

ごみ収集事業のうち、桐生市高齢者支援家庭ごみ戸別収集を見直し、75歳以上の方のみで構
成された「ごみ出し困難世帯の家庭ごみ収集」の開始により事業を拡充し、高齢者世帯への支
援を推進

消防体制の充実・強化のため、桐生消防署に高規格救急自動車1台を整備

災害時のトイレの不足に備え、大型トイレカー1台を整備
（男性用トイレ：2基、小便器：1基、女性用トイレ：2基、多機能トイレ：1基）
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決算額 担当課

☆ ＭＡＹＵ駅間シャトル実証運行 3,000千円 交通ビジョン推進室 125

（交通ビジョン推進事業）

◇ 移住・定住相談窓口運営委託料 23,029千円 企画課 125

（移住定住推進事業）

☆ 保育園留学事業委託料 8,360千円 企画課 125

（移住定住推進事業）

◇ おりひめバス購入 23,760千円 交通ビジョン推進室 157

（バス交通対策事業）

◇ 道路橋梁補修事業 131,528千円 土木課
両支所地域振興整備課

255・257

（道路橋梁補修事業、新里支所道路橋梁補修事業、黒保根支所道路橋梁補修事業）

◇ 桐生大橋長寿命化事業 251,471千円 土木課 257

◇ 道路橋梁新設改良事業 339,598千円
土木課

新里地域振興整備課 257

（道路橋梁新設改良事業、新里支所道路橋梁新設改良事業）

◇ 赤岩線整備事業 67,524千円
土木課

都市計画課
257・261

（赤岩線周辺整備事業、赤岩線整備事業）

５. 都市基盤の整備（都市基盤）

「ゆっくりズムのまちづくり」を推進するための「ＭＡＹＵ」を活用した取組として、主要駅
間及び群馬大学理工学部を最短で直接つなぐ経路の需要を検証するため、シャトル運行の実証
事業を実施
（運行日数：77日間、利用人数：延べ396人）

「桐生市移住支援フロント　むすびすむ桐生」において、店舗開業・起業等を目指す方をメイ
ンターゲットとし、相談対応や情報発信、つながりを創出する取組を実施
（むすびすむ桐生窓口の移住・定住に関する相談件数：336件）

転職なき移住を推進するため、主に都市部でテレワークで仕事を行う親とその園児を一定期間
地域に滞在させる「保育園留学」を市内２園で実施
（受入件数：31件）

安全で安定したおりひめバスの運行を維持するため、老朽化した車両1台を更新

市内各所の市道や橋梁など自動車や歩行者の安全・安心を守るとともに、交通事情の改善や凸
凹路線の解消など、安心して通行できる生活道路とするための補修工事を実施

第1次緊急輸送道路に指定されている桐生大橋の長寿命化を図るため、塗装工事を実施

災害に強い安全な生活道路を構築するとともに、交通事情の改善を図るため、道路の新設改良
工事を実施

歩行者や自転車の安全な通行及び市街地の円滑な自動車交通を確保するため、県と連携して行
う堤町三丁目から宮前町一丁目交差点までの都市計画道路及び周辺市道の整備を実施
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◇ 舗装長寿命化事業 184,250千円
土木課

新里地域振興整備課 257

（舗装長寿命化事業、新里支所舗装長寿命化事業）

☆ 立地適正化計画改定事業 4,356千円 都市計画課 261

◇ 中通り大橋線周辺整備事業 2,174千円 都市計画課 261

☆ 小友線整備事業 3,707千円 都市計画課 261

☆ 桐生大橋広場トイレ改修工事 1,395千円 公園緑地課 267

（渡良瀬川河川緑地事業）

◇ 隔離舎新築工事 55,341千円 公園緑地課 267

（桐生が岡動物園事業）

◇ サル寝室新築工事 38,511千円 公園緑地課 267

（桐生が岡動物園事業）

本市が管理する市道において、安全で安心な車両の通行を確保するため、重要度が高い路線の
道路舗装修繕を適正かつ効率的に実施

持続可能な都市の形成を目的として策定した桐生市コンパクトシティ計画（立地適正化計画）
について、新たに防災指針を計画に加える必要が生じたことから令和7・8年度の2カ年で計画
改定を実施
（令和7年度：基礎資料の収集、整理及び課題の抽出）

錦琴平線の小梅琴平公園入口から昭和橋までの区間の用地調査再算定業務及び地権者との用地
交渉を実施

都市計画道路小友線の菱町側について、北関東自動車道に新設される（仮称）足利スマートイ
ンターへのアクセス性を向上させるため、測量を実施

安全で快適な公園利用の充実を図るため、老朽化したトイレの改修工事を実施

動物の健康維持及び福祉の向上に大切な隔離舎の整備を実施

桐生のシンボルとして末永く愛される施設運営のために、老朽化したサル山の改修に向けた前
段として、サル寝室の整備を実施
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◇ きりゅう暮らし応援事業

◇ 住宅リフォーム助成金 49,735千円 建築住宅課 275

☆ 移住者住宅取得助成金 37,839千円 建築住宅課 275

◇ 空き家利活用助成金 3,700千円 空き家対策室 275

◇ 空き家除却助成金 20,427千円 空き家対策室 275

☆ 次期計画策定事業 11,774千円 水道総務課 水道決算書
13

◇ 配水管布設事業 765,671千円 水道工務課 下水道決算書
14

◇ 202,170千円
下水道課

境野水処理センター
下水道決算書

1・2

（下水道事業会計）

☆ 11,949千円 下水道課 下水道決算書
1

（下水道事業会計）

定住を視野に入れ安心して住み続けられるよう住環境の改善を目的とした、リフォーム費用の
補助を実施
（支給件数：250件）

市外からの移住・定住を促進するため、移住者を対象に住宅の建築又は購入費用の補助を実施
（支給件数：65件）

空き家を利活用した「きりゅう暮らし」の推進及び移住・定住の促進を目的として、空き家の
リフォーム費用の補助を実施
（支給件数：5件)

除却跡地の利用と地域活性化のため、周囲に危険を及ぼすおそれのある空き家や長期間使用し
ていない空き家の除却費用の補助を実施
（支給件数：29件）

（水道事業会計）

持続可能な水道事業を目的とした、次期「桐生市水道再生マスタープラン」及び「桐生市水道
事業経営戦略」の策定を令和7・8年度の２カ年で業務委託により実施

（水道事業会計）

桐生市水道事業経営戦略に基づき老朽管の布設替を実施し、漏水対策を図るとともに、耐震化
やダウンサイジングを行い管網を整備
（配水管布設工事延長：6,802ｍ）

下水道施設改築更新

桐生市下水道事業ストックマネジメント全体計画に基づき、施設の改築更新を継続して実施

下水道接続宅内配管費補助金

下水道の普及促進を図るため、宅内配管費用について補助を実施

- 21 -



決算額 担当課

◇ シティブランディング事業 1,983千円 魅力発信課 113

◇ 1,264,248千円 総務課 119

☆ 新里総合センター照明ＬＥＤ化改修工事 57,728千円 新里市民生活課 121

（新里支所維持管理事業）

◇ 学生連携事業 27千円 企画課 123

（企画費一般経費）

◇ ふるさと納税促進事業 61,984千円 財政課 125

☆ ＳＤＧｓ推進報奨金 12千円 ＳＤＧｓ推進課 125

（ＳＤＧｓ推進事業）

◇ ＤＸ推進事業 9,907千円 ＤＸ推進室 129

◇ 電子地域通貨事業 294,437千円 商工振興課 129

６. 計画推進のために（協働、行政運営）

本市の魅力や評価を高めるとともに、市民等の地域への関心喚起や郷土愛の醸成を図るため、
学生や事業者、市民団体など民間主導でのシティブランディングに資する取組の促進及び支援
を実施

庁舎整備事業

旧本庁舎の解体工事を実施後、来庁者の利便性向上を図るため、構内駐車場及び「織姫の
杜」、市役所本庁舎エントランス庇等を整備

温室効果ガスの排出量及び電気使用量の削減を図るため、新里総合センターの既存照明のＬＥ
Ｄ化改修工事を実施

「学生×桐生つながるプロジェクト」として、大学生メンバーが主催したイベントや、オ
ファーに基づく学生と企業などとの連携した取組を応援
（メンバー：33名）

本市の魅力を全国に発信するとともに、寄附額の更なる増額を図るため、ふるさと納税ポータ
ルサイトを10サイト拡大するとともに、魅力ある返礼品の開拓を実施
（ふるさと納税寄附件数：11,591件、寄附金額：236,245千円）

家庭でのＳＤＧｓの普及・啓発を図るため、ＳＤＧｓの達成に向けた活動を行った小・中学生
に報奨金を交付するために「桐ペイ」を活用
（交付件数：23件）

デジタル化の恩恵を広く市民が享受できるよう、デジタルデバイド対策としてスマホ教室の開
催及びマイナンバーカードの申請支援を実施するとともに、ＤＸ推進による業務効率化を実現
するため、議事録自動作成ツール等を導入

桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを実施するなど、地域内消費の拡大に向け
た取組を実施するとともに、「桐ペイ」を地域課題解決のためのインフラとして市役所内外の
様々な取組への活用を推進
（活用件数：13課22事業　※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用分を除く）
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◇ デジタルクリエイティブ人材育成事業 28,320千円 ＤＸ推進室 131

☆ 消防庁舎照明ＬＥＤ化改修工事 70,499千円 消防本部 279

（庁舎維持管理事業）

デジタルクリエイティブ人材の育成環境を整備し、市内で活躍するクリエイターや、角川ドワ
ンゴ学園Ｒ高等学校をはじめとする市内の教育機関など、多様な人材と連携したイベントを開
催することで、桐生ならではの特色ある人材の育成を実施

省エネルギーで持続可能な防災拠点の整備を推進するため、消防本部、桐生消防署南分署及び
桐生みどり消防署庁舎の照明のＬＥＤ化を実施
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決算額 担当課

◇ 学生連携事業[再掲] 27千円 企画課 123

（企画費一般経費）

☆ 保育園留学事業委託料[再掲] 8,360千円 企画課 125

（移住定住推進事業）

◇ 500千円 商工振興課 235

◇ 10,412千円 商工振興課 235

◇ ものづくり拠点開設補助金[再掲] 1,400千円 商工振興課 237

（工業振興事業）

☆ 繊維産地新連携促進補助金[再掲] 1,000千円 商工振興課 239

（繊維産地活性化推進事業）

☆ 群馬大学生企業交流促進補助金[再掲] 781千円 商工振興課 239

（産学官連携推進事業）

「学生×桐生つながるプロジェクト」として、大学生メンバーが主催したイベントや、オ
ファーに基づく学生と企業などとの連携した取組を応援
（メンバー：33名）

転職なき移住を推進するため、主に都市部でテレワークで仕事を行う親とその園児を一定期間
地域に滞在させる「保育園留学」を市内２園で実施
（受入件数：31件）

まちなか店舗リニューアル・事業承継支援事業[再掲]

市内事業者の円滑な事業承継を促進し、店舗の魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につ
なげるため、事業承継を伴う既存店舗の改修を行う事業者への支援を実施
（交付件数：1件）

新店舗開設促進事業[再掲]

新店舗開設を促進し、まちなかの魅力向上とにぎわい創出、経済循環の拡大につなげるため、
空き物件を改修して新店舗開設を行う事業者への支援を実施
（交付件数：15件）

ものづくり分野での創業促進及び経済循環の拡大等に資するため、空き物件を活用して新規創
業を行う事業者の支援を実施
（交付件数：3件）

異なる強みを有する複数の繊維関連企業等が、業種・業界の枠を超えて連携し、産地の活性
化・ブランド化への取組を支援
（交付件数：2件）

新たな産学官連携組織「一般社団法人群馬地区産学官交流会」の主要事業である「企業と学生
との交流促進事業」を支援し、当該組織の機能強化や求心力向上を図りながら、群馬大学生と
市内製造業等との更なる交流を促進

「女性・若者から選ばれる桐生市提言書」に基づく事業
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◇ 奨学資金貸付事業[再掲] 48,259千円 教育総務課 289

　　 ［軽減額］

☆ 98,242千円 教育総務課 297

☆ 中学生給食費補助事業[再掲] 4,932千円 教育総務課 297

☆ デジタル教育推進事業（小学校費・中学校費）[再掲] 166,535千円
教育総務課
学校教育課

301・307

就学意欲をもつものの、経済的理由により就学困難な学生又は生徒に対し、学資を貸与する現
行の貸与型奨学金制度に加えて、奨学金の増額や、大学等を卒業後、本市に定住するなど一定
の条件を満たした貸与者に対し、返還免除型奨学金制度の取組を実施
（貸与者数：106人）

中学生給食費無償化[再掲]

中学校及び義務教育学校（7～9年生）における生徒の給食費を無償化することで、子育て世
帯の経済的負担を軽減し、引き続き地産地消を推進し子どもたちの郷土愛を醸成
（対象人数：1,944人）

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、市外・私立の中学校に在籍またはアレル
ギーにより弁当を持参している生徒の給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用
（対象人数：96人）

小・中・義務教育学校の普通教室に電子黒板を導入及び教職員用デジタル教科書を整備すると
ともに中学校に自動採点システムの導入を行い、タブレットＰＣとも連携したデジタル教育環
境の充実を図り、分かりやすい授業と学力向上を推進
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決算額 担当課

◇ 議会モニター謝礼 12千円 議事課 101

（議会改革推進事業）

☆ 45千円 企画課 123

（企画費一般経費）

◇ 移住検討応援金 20千円 企画課 125

（移住定住推進事業）

☆ ＳＤＧｓ推進報奨金[再掲] 12千円 ＳＤＧｓ推進課 125

（ＳＤＧｓ推進事業）

◇ 職員提案入賞者記念品 14千円 人材育成課 127

（職員提案事業）

◇ 電子地域通貨事業[再掲] 294,437千円 商工振興課 129

☆ 23,302千円 ＤＸ推進室 131

市民からの意見を、市議会の運営等に反映させることを目的として活動していただいた議会モ
ニターへの謝礼として「桐ペイ」を活用
（議会モニター：6人）

きりゅう七夕まつり協力記念品

桐生青年会議所との共催で令和7年7月4日に開催した「きりゅう七夕まつり」において、七夕
飾りを製作した幼稚園・保育園等に対する記念品として「桐ペイ」を活用

移住を目的に住居や仕事を探すなどの活動を行う方の宿泊費の助成として、「桐ペイ」を活用
（利用泊数：10泊）

家庭でのＳＤＧｓの普及・啓発を図るため、ＳＤＧｓの達成に向けた活動を行った小・中学生
に報奨金を交付するために「桐ペイ」を活用
（交付件数：23件）

優れた職員提案をした職員への褒賞記念品として、「桐ペイ」を活用
（実績：4件）

桐生版スモールビジネスサタデーとの連携イベントを実施するなど、地域内消費の拡大に向け
た取組を実施するとともに、「桐ペイ」を地域課題解決のためのインフラとして市役所内外の
様々な取組への活用を推進
（活用件数：13課22事業　※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用分を除く）

桐ペイカード配布事業

食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者を支援するため、令和8年1月1日現在で住民基本台
帳に記録がある市民に対し、桐生市電子地域通貨「桐ペイ」10,000円分のポイントが入った
カードを配布

桐ペイ活用事業
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◇ 868,895千円 商工振興課 131

◇ 小・中学生男女共同参画作品入賞者記念品 13千円 地域づくり課 133

（男女共同参画推進事業）

☆ 209千円 選挙管理委員会事務局 149

（一般管理費）

☆ 202千円 総務課 153

（統計調査事業）

◇ 環境ポスター展入賞者記念 14千円 ＳＤＧｓ推進課 155

（環境保全活動推進事業）

◇ 15千円 ＳＤＧｓ推進課 155

（環境都市推進事業）

◇ 環境都市推進補助金 3,170千円 ＳＤＧｓ推進課 155

（環境都市推進事業）

桐ペイプレミアムポイント事業

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者への支援や消費喚起を促すこ
とによる地域経済の好循環を目的として、チャージ額の20％をプレミアム分としてポイント
付与するキャンペーンを実施（Ｒ7繰越分）
（チャージ総額：750,000千円）

市内小・中学生対象の男女共同参画フォトコンテストの入賞者へ記念品として「桐ペイ」を活
用
（最優秀賞：1件、優秀賞：4件、奨励賞：2件）

衆議院議員総選挙協力謝礼

衆議院議員総選挙ポスター掲示板設置の協力謝礼として「桐ペイ」を活用

国勢調査調査員候補推薦事務謝礼

令和7年国勢調査の調査員候補推薦事務にご協力いただいた方への謝礼として「桐ペイ」を活
用

子どもたちの環境に対する意識の高揚を図ることを目的として公募する、環境・ゆっくりズム
をテーマとした環境ポスター展の、最優秀賞及び優秀賞受賞者に記念品として「桐ペイ」を活
用
（最優秀賞：4人、優秀賞：20人）

家庭の脱炭素報償ポイント

市民の温室効果ガス排出量削減に向けての意識転換を図るために実施した、家庭の脱炭素“わ
が家からの第一歩”のうちエコ診断の参加者への協力謝礼金として「桐ペイ」を活用
（交付件数：3件）

地球温暖化対策として実施する電動アシスト自転車購入補助、蓄電池設備導入補助、宅配ボッ
クス設置補助として「桐ペイ」を活用
（電動アシスト自転車：48件、蓄電池：45件、宅配ボックス：35件）
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☆ 42,360千円 長寿介護課 175

☆ 55,949千円 子育て支援課 179

☆ 2,920千円 子育て支援課 185

◇ 376千円 健康地域医療課 195

（健康づくり事業）

◇ 19,563千円 子育て相談課 199

（出産・子育て応援事業）

☆ 30千円 農林振興課 225

（農業土木費一般経費）

◇ 八木節キャンペーンスタッフ退任記念品 16千円 観光交流課 241

（観光推進事業）

☆ 6千円 公園緑地課 269

（緑化推進事業）

高齢者単身世帯応援事業

エネルギー・食料品価格などの物価高騰を受けた75歳以上の高齢者単身世帯を支援するた
め、「桐ペイ」で5,000円を配布
（配布対象者：8,267人、配布済対象者：7,851人）

子育て世帯応援事業

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた子育て世帯を支援するため、「桐ペイ」
を活用（Ｒ7繰越分）
（配布済児童数：10,750人）

保育園等利用者支援事業

物価高が長期化し、その影響を強く受けている子育て世帯への支援策として、保育園・認定こ
ども園等を利用している児童の保護者への経済的支援として「桐ペイ」を活用
（対象児童数：2,108人）

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』[再掲]

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみながら健康づ
くりが出来るよう、インセンティブ事業として「桐ペイ」を活用

すくすくキノピー応援給付金

安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から切れ目ない支援や経済的支援を行うために、
妊婦のための支援給付として現金給付のほかに「桐ペイ」を活用
（給付実績：375件　※「桐ペイ」での付与の場合は支給額の5%分を増額支給）

農業用水維持管理協力記念品

農業用水運営委員への水路維持管理事業協力記念品として「桐ペイ」を活用

桐生八木節キャンペーンスタッフ退任時の記念品として「桐ペイ」を活用

「緑と花」のポスター入賞者賞品

小・中学生に「緑と花」の大切さ、楽しさ、素晴らしさなどを呼びかけることを目的にポス
ターを公募し、最優秀賞、金賞受賞者への賞品として「桐ペイ」を活用
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◇ 136千円 教育総務課 297

（第3子以降給食費補助事業）

☆ 中学生給食費補助金[再掲] 4,932千円 教育総務課 297

（中学生給食費補助事業）

◇ 二十歳を祝う会記念品 365千円 青少年課 321

（二十歳を祝う事業）

◇ 3千円 青少年課 321

（青少年対策事業）

◇ 8千円 青少年課 321

（青少年対策事業）

◇ 46千円 長寿介護課 407

（高齢者ボランティアポイント事業・介護保険事業特別会計）

第３子以降の小学生給食費無償化

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に市外・私立の小学校に在籍、またはアレル
ギーにより弁当持参の第3子以降の児童の給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用
（対象人数：3人）

子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、市外・私立の中学校に在籍またはアレル
ギーにより弁当を持参している生徒の給食費相当額の補助として「桐ペイ」を活用
（対象人数：96人）

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年（二十歳になる者）を祝い励ますため
に「二十歳を祝う会」における記念品として「桐ペイ」を活用

「少年の主張」桐生市成績優秀発表者謝礼

「明るい家庭・地域づくり運動」推進市民大会における「少年の主張」桐生市成績優秀者によ
る発表の謝礼として「桐ペイ」を活用

明るい家庭・地域づくり運動推進標語等入賞者記念品

「明るい家庭・地域づくり運動」推進のため募集した標語及びイメージ写真の入賞者への記念
品として「桐ペイ」を活用

高齢者ボランティアポイント事業報奨金

市民の健康増進や健康寿命の延伸を図るため、健康に関心が薄い方々でも楽しみながら健康づ
くりが出来るよう、インセンティブ事業として「桐ペイ」を活用
（交付件数：12件）
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決算額 担当課

◇ 2,566千円 地域づくり課 109

☆ 177千円 地域づくり課 109

☆ 23,302千円 ＤＸ推進室 131

◇ 868,895千円 商工振興課 131

☆ 20,124千円 ＳＤＧｓ推進課 155

◇ 30,099千円 健康地域医療課 163

☆ 42,360千円 長寿介護課 175

☆ 55,949千円 子育て支援課 179

住まいの防犯対策事業

犯罪被害を未然に防ぐため、家庭用防犯カメラや防犯対策用品を市内の販売店で購入した世帯
に補助を実施（Ｒ7繰越分）
（補助件数：269世帯）

特殊詐欺対策電話機等購入補助事業

振り込め詐欺等の特殊詐欺を未然に防ぐため、防犯機能付きの電話機や録音機を市内の販売店
で購入した世帯に補助を実施（Ｒ7繰越分）
（補助件数：35件）

桐ペイカード配布事業[再掲]

食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者を支援するため、令和8年1月1日現在で住民基本台
帳に記録がある市民に対し、桐生市電子地域通貨「桐ペイ」10,000円分のポイントが入った
カードを配布

桐ペイプレミアムポイント事業[再掲]

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者への支援や消費喚起を促すこ
とによる地域経済の好循環を目的として、チャージ額の20％をプレミアム分としてポイント
付与するキャンペーンを実施（Ｒ7繰越分）
（チャージ総額：750,000千円）

LED照明入換支援事業

高騰する電気料の負担軽減及び温室効果ガス排出削減による地球温暖化対策の推進を図るとと
もに、令和9年末に蛍光灯の製造及び輸出入が禁止となるため、一般家庭の照明器具を蛍光灯
や白熱灯からLED照明へ入れ換えた市民に購入費用の補助を実施
（補助件数：469件）

エアコン購入支援事業

物価高騰の影響を受けた生活者の、エアコンの買い控えが懸念されるため、消費の下支えとし
て購入費の補助を実施（Ｒ7繰越分）
（配布対象者：1,001人）

高齢者単身世帯応援事業[再掲]

エネルギー・食料品価格などの物価高騰を受けた75歳以上の高齢者単身世帯を支援するた
め、「桐ペイ」で5,000円を配布
（配布対象者：8,267人、配布済対象者：7,851人）

子育て世帯応援事業[再掲]

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた子育て世帯を支援するため、「桐ペイ」
を活用（Ｒ7繰越分）
（配布済児童数：10,750人）

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業
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☆ 2,920千円 子育て支援課 185

☆ 1,500千円 地域づくり課 191

☆ 10,320千円 農林振興課 221

☆ 46,672千円 農林振興課 225

　　 ［軽減額］

☆ 31,383千円 教育総務課 297

保育園等利用者支援事業[再掲]

物価高が長期化し、その影響を強く受けている子育て世帯への支援策として、保育園・認定こ
ども園等を利用している児童の保護者への経済的支援として「桐ペイ」を活用
（対象児童数：2,108人）

公衆浴場対策事業

利用者の減少や原油価格の高騰による厳しい状況下において、公衆衛生の向上を推進するた
め、感染症対策に配慮しながら経営を続ける市内の公衆浴場に対し、奨励金を交付（Ｒ7繰越
分）
（交付件数：3浴場）

農業生産資材費高騰対策事業

農業生産資材の価格等の高騰により影響を受けている農家の負担軽減及び安定した農業経営を
図るため、令和5年度確定申告書で計上した農業生産資材費に対し8％を乗じた額を補助（Ｒ7
繰越分）
（補助上限：個人100千円　法人200千円、支給件数：103件）

畜産飼料価格高騰対策事業

畜産飼料価格高騰により経済的な影響を受けている畜産農家の負担軽減を図るため、配合飼料
の購入費一部として、令和5年度購入飼料費の5%を補助（Ｒ7繰越分）
（補助上限：150,000千円、支給件数：36件）

小学生給食費徴収免除

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、小学校及び義務教育学校（1～6年生）における児
童の3学期分の給食費の徴収を免除
（対象児童数：2,718人）
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